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企業概要

社 名 :戸出化成株式会社
資本金 :9,800万円
創 業 :1967年 設 立 :1975年
従業員数:120名(男性57名、女性63名)
代表者 :代表取締役社⾧ 高畑 周作
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創業の想い



①【本社工場】
・射出成形機６１台

・金型製造工程

・成形工程、２次加工工程

・各種検査設備

2020年～稼働

②【西物流センター】
・製品倉庫

・出荷、配送拠点

1989年～稼働

事業拠点

③【㈱戸出O-Fit】
・樹脂コンパウンド

・自社製品樹脂製安全敷板

「エフエーボード」の製造開発

2020年～稼働



私たちは、工業用プラスチック製品の製造メーカーです！

住宅やビルなどの建材業界 自動車業界産業機械業界

当社の商品・サービス



【新工場建設の狙い】
①製造拠点分散に起因するムリ・ムダ・ムラの解消による『生産性』の向上
②老朽化した旧社屋からの作業環境の改善、若手人材の採用力強化
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ICパーク新本社工場

2020年、新工場建設、そして本社移転

２０２０年９月、新本社工場を竣工！



金型課を新設、金型設計～機械加工まで、自社内製化を実現し、
成形技術と金型技術の両輪を備えた技術者集団へと進化したい!

新たな取組み①「金型内製化への挑戦」（2023年4月～）

3D CAD/CAM

【背景】
・金型メーカーの後継者不在
・海外金型の納期⾧期化
・成形条件の調整による成形良品率の限界



新たな取組み②自社製品開発 複合樹脂材料＆樹脂製敷板



【基幹システム、品質・生産管理システムの導入】
①生産管理を行うための基幹システムを導入
②成形機の稼働状況や記録が残せる品質・生産管理システムを導入

①

②

ＤＸ化に向けて

機微情報につき削除



業務プロセスとプロセス毎の課題抽出

機微情報につき削除



・各部門でアナログ、デジタルで記録やデータを取っているが、
記録でしかない（一部の課では活用している）

・2社の管理システムを導入し、各々のシステムでデータは残っているが、
単独での運用にとどまっている

・昔からのやり方から脱却できず、管理する人ばかりが増えている
属人化した業務が多く、業務フローも複雑

・日々の複雑化、属人化したルーティン業務に時間をとられ、
改善や営業活動が進まない

問題点と課題

機微情報につき削除



各部門で点在している、アナログ記録やデジタルデータを活用できる
形にし、売上拡大、経費削減、品質向上、業務効率向上などを
DXで実現。
生産状況や課題の進捗、問題点を可視化することで、
迅速な判断を行えるようにする。

DX化によって実現したい目標や目的を明確
にし、達成するためのロードマップを策定

ＤＸ化への期待

プロジェクトへの期待

DXをどのように進めるのがよいのか目的に沿って実行計画に落とし込む



・3年後に目指す姿を表現することが出来た
・課題の整理と具体的な提案により、DX化を進めるイメージが
出来てきた

・DXは単なる業務のデジタル化ではなく、
全体最適を図る施策として進めることを学んだ

・DXには「人」の力を高めていくための施策が必要であり、
このような人材育成もまた、継続的な取り組みであることを学んだ

目指すべき将来の姿の共有と浸透を進める
ロードマップを元に、具体的な活動をスタート

プロジェクトでの成果



ご清聴ありがとうございました！

ご清聴ありがとうございました!
引き続きのご指導ご鞭撻のほどお願い申し上げます。


